
江戸時代には、宿場町「内藤新宿」が立地していました。現在は新宿通りを中心に業務・商業・居住機能

が混在しています。戦後に、戦災復興区画整理事業が実施されたため、整った道路基盤となっています。

新宿駅に近い西側は商業施設が多く、賑わいあふれるまちなみに、また、四谷方面の東側は住宅が多く、

落ち着いたまちなみとなっています。

新宿通り沿いの建築物は、壁面の位置を揃

え、百尺ライン（高さ31ｍ程度）を意識し

たまちなみとなっています。人通りも多く、

新宿区の骨格となる通りとなっています。

戦後の戦災復興区画整理事業で、交差点で

は大きくすみ切りをしました。建築物は、

このすみ切りを活かしてコーナーに意匠的

配慮をしたものが多く、特徴的な景観を創

出しています。また、区画整理で生じた直

線道路は見通しがよく、整ったまちなみと

なっています。

エリアは西側の繁華街と東側の住商混在地区

に分かれ、同一の道路基盤にも関わらず、建

築物の形態意匠が異なり、まちなみに変化を

与えています。また、建築物の正面が集中す

る道路と、裏側が集中する道路でもまちなみ

に違いがあります。エリアの西側では、飲食

店から道路へと賑わいがにじみ出ています。

1.壁面の位置がそろった新宿通り 2.すみ切り交差点 3.建物用途の偏りと混在

明治神宮聖徳記念絵画館の
眺望の保全に関する
景観保全誘導区域

広域的な景観形成ガイドライン 2-7明
治神宮聖徳記念絵画館の眺望の保全に
関する景観形成ガイドラインの内容に
従う必要があります。

角地に建つ昭和8（1933）年竣工の歴史的建造物で、エリ
アのランドマークとなっています。アールデコ調の装飾
をふんだんに使い、装飾性の豊かな低層部分の上に、外
観の柱で垂直線を強調した上層部分が続いています。

花園小学校や花園公園
を中心に、住環境にも
配慮した落ち着いたま
ちなみが望まれます。

新宿通りモール化にあたっ
てはみどり豊かで楽しく歩
ける景観を創出します。

新宿通り沿道では高層化が進み、すぐ裏側
にある新宿御苑の気配をエリア内で感じる
ことは難しくなっています。しかし、新宿
御苑に突き当たる直線道路からは、御苑の
みどりがアイストップとなっています。

主な保護樹木
（区みどりの条例）

連続するみどり

まとまったみどり

視線方向・重要な軸線

幹線道路

公園
境内地

【凡例】

景観上重要な交差点

まちなみの大幅な変化
が予想される場所
エリア境界

景観上重要な道路

歴史的な景観の保全が
必要な建築物

【景観資源】
（都指定文化財等）

文化に関わる資源
（区指定文化財等）

歴史に関わる資源歴

伊勢丹本店会館
（伊勢丹新宿本店）

名曲喫茶
ランブル

末広亭

歴

甲州街道
花園通り

り
通
西
苑
外

り
通
治
明

靖国通り

花園公園

花園小学校

り
通
要

り
通
仲

新宿通り

花園通り

伊勢丹本館

り
通
大
苑
御

新宿御苑
31m以上の高層建築物

無電柱化事業が完了した花園通
りは快適な歩行者空間が形成さ
れ、花園通りには約350ｍの並木
が続いています。

花園通り

S = 1 : 7000
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景観特性

エリアエリリエ花園神社周辺エ園神社周周辺エ社神 周辺辺エ辺エエ
4-54
橋エリアエリエリア曙橋エ橋橋曙曙曙橋曙曙橋曙橋エ

1-1001-10
新宿御苑•内藤町エリア宿御苑•内藤町エ御苑•内藤町エリア

新新宿駅東駅新宿駅駅東駅東駅新宿駅東駅宿駅東駅駅駅駅駅宿駅宿宿
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風格のある新宿通りと整った道路基盤を活かした整然としたまちなみへ

新宿通り沿道の建築物の形態意匠の調和を図るとともに、区画整理さ

れた場所における、賑わいと住み心地の調和した歩きやすいまちなみ

を創出する。

1.賑わいと風格のある新宿通りの沿道景観をつくる

2.整然としたまちなみと歩きやすい空間をつくる

新宿の賑わい交流の骨格である新宿通りと沿道建築物とが調

和した、賑わいと風格のある新宿通り沿道の景観形成を図る。

区画整理による整った道路基盤を活かし、整然としたまちな

みをつくりながら、このエリアに訪れる様々な人にとって歩

きやすい空間を創出する。

■壁面の位置や百尺ライン（高さ 31ｍ程度）のファサードの連続性に配

慮する

■壁面の分節化を図り、長大な壁とならないよう配慮する

■軒線の連続性に配慮する

■屋上広告物は、設置しないようにするか、建築物と一体的に計画し、周

囲からの見え方に配慮する

■低層部では、賑わいを演出しながら歩きやすさにも配慮した照明計画

とする

■壁面の位置の連続性に配慮する／後退する場合は、照明や植栽帯によ

り既存の壁面線を継承する

■壁面の分節化を図り、長大な壁とならないよう配慮する

■開発に伴ってオープンスペースを計画する場合は、周囲の歩道と一体

的に整備を行い、歩きやすい空間を創出する

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

3.コーナー部分を活かした魅力的なまちかどをつくる

区画整理により生じた比較的大きなすみ切り部分を活かし、

建築物の形態意匠を工夫し魅力的なまちかどを創出する。

■コーナー部に面した場所には、エントランス等開口部を設ける

■コーナー部に面した建築物の各面は、調和した意匠とする

スカイラインや軒線などの水平方向の連続性
に配慮する

壁面の位置や植樹帯、街灯の配置を整える

壁面の位置に沿って
街路樹を植える

4つのコーナーで一つのまちかどをつくる

景観形成の目標

景観形成の方針

エリア別景観形成ガイドライン　１ 四谷地域
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江戸時代には高遠藩内藤家の下屋敷がありました。明治時代以降に、その大部分は宮内省の管理となり、

新宿御苑として整備されました。新宿御苑内からのみどりに囲まれた眺めや、周囲から新宿御苑のみど

りへの眺めなど、新宿御苑のみどりは貴重な景観資源となっています。また、屋敷地の一部は内藤町と

なり、みどりの多い良好な住宅地となっています。

1.みどりで囲まれた景観 2.あふれ出すみどり 3.みどりあふれる良好な住宅地

新宿御苑は広大な敷地の大部分が芝生で覆わ

れ、周囲は高木で囲まれています。樹木と空に

囲まれた、都心では貴重な見晴らし景観が得

られます。園内には様々な種類の植物が生育

しており、多様なみどりに囲まれながら、人々

が思い思いに過ごす様子が見られます。

新宿御苑のみどりは隣接する道路にもあふれ

出しています。そのため、北側の道路沿いから

は、豊かなみどりを感じることができます。

また、新宿御苑の東側の内藤町では、新宿御苑

の豊富なみどりを背景に、古くからの樹木、新

しい生垣や植栽などがあり、深みのあるみど

り豊かな景観となっています。

新宿御苑の東隣にある内藤町では、新宿御苑

の豊富なみどりを背景に、古くからの樹木、新

しい生垣や植栽などがあり、深みのあるみど

り豊かな景観となっています。特に多武峯神

社周辺には、古くからの樹木が集中していま

す。

多武峯神社

【凡例】

歴史的な景観の保全が
必要な建築物

見え方を確認する眺望地点

眺望点

神社

寺

公園

重要なみどり（一部保護樹木を含む）

連続するみどり

御苑の借景

視線方向・重要な軸線

景観上重要な道路

幹線道路

玉川上水・内藤新宿分水散歩道

旅館・ビジネスホテル
（新宿四丁目）

エリア境界

主な保護樹木（区みどりの条例）

まとまったみどり

【凡例】
（都指定文化財等）

歴 歴史に関わる
資源

歴史に関わる
資源

（国指定重要文化財等）

歴
明治神宮聖徳記念絵画館の
眺望の保全に関する
景観保全誘導区域 広域的な景観形成ガイド

ライン 2-7明治神宮聖徳
記念絵画館の眺望の保全
に関する景観形成ガイド
ラインの内容に従う必要
があります。

歴 新宿御苑旧御涼亭
（台湾閣）

新宿御苑
旧洋館御休所歴

寺院に隣接し、旅館や
ビジネスホテルが建ち
並ぶ特徴的なまちなみ
となっています。

新宿御苑は中央に広大な眺め
の軸を持っています。一方は
東京タワー、一方は新宿副都
心に向かう、東京を代表する

眺めが得られます。

外苑西通り

新宿通り

甲州街道

天龍寺

り
通
治
明 新宿御苑

多武峯神社周辺の緑

崖線周辺の緑

甲州街道

新宿御苑

り
通
西
苑
外

内藤町

多武峯神社

都市
計画
道路
環状
第5
の1
号線
(幅
員1
4～
35
ｍ)

旧御凉亭（台湾閣）

新宿御苑の北側には、かつての玉
川上水を偲ぶ、玉川上水・内藤新
宿分水散歩道が整備され、水とみ
どりに木漏れ日が差し込む穏やか
な空間となっています。

周辺の新たな開発による高
層建築物などは、新宿御苑
からの眺望に配慮する必要
があります。

S = 1 : 10000
0 50 100 200m

S = 1 : 4000
0 50 100m

景観特性

渋谷区渋谷区谷区谷

1-10　新宿御苑・内藤町エリア
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新宿御苑を中心としたみどりに包まれたまちなみへ

新宿御苑内からの眺望景観を保全するとともに、新宿御苑に隣接する

道路や内藤町ではみどり豊かな景観の形成を図る。

1.新宿御苑からの眺めを保全する

景観形成の考え方

新宿御苑周辺の建築物や工作物は新宿御苑からの眺めに配慮

したものとし、みどりで囲われた景観を保全する。

具体的な方策

■新宿御苑内の眺望点や各視点場からの眺めに配慮した形態意匠とする

■新宿御苑から見える建築物や工作物の色彩は、みどりや空と調和した

落ち着いたものとし、特に、彩度の高いものは避ける

■新宿御苑から見える範囲に、屋上広告物を設置しない

2.新宿御苑と調和した周辺の景観をつくる

景観形成の考え方

具体的な方策

新宿御苑北側の通りを、新宿御苑と調和したまちなみとする。

■素材や色彩はみどりと調和した落ち着いたものとする

■新宿御苑からの連続性に配慮した緑化を行う

■みどりの連続性に加え、多様性にも配慮した植栽計画を行う

3.内藤町のみどり豊かで良好な住環境を維持する

景観形成の考え方

具体的な方策

新宿御苑と隣接した、みどり豊かで潤いのあるまちなみを将

来に渡って継承する。

■既存樹木を保全する

■新宿御苑への眺めに配慮した配置とする

■外苑西通り沿道では後背の住宅地側に空地をとり積極的に緑化する

■色彩や素材はみどりと調和した落ち着いたものとする

■新宿御苑のみどりとのつながりを意識した植栽計画を行う

苑
御
宿
新

α
β

新宿御苑のみどりへの眺めに配慮する

α／βをなるべく小さく抑える

みどりで包まれた新宿御苑からの眺めを保全する            

みどりと賑わいが調和した通り

御苑に隣接した街区での建物配置の工夫例

α
β

景観形成の目標

景観形成の方針

エリア別景観形成ガイドライン　１ 四谷地域
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２ 箪笥地域
箪笥地域は新宿区の東端に位置し、江戸時代の敷地割りが色濃く残っている場所で

す。神田川沿いの低地は印刷製本業の集積地、神楽坂の一帯は歴史的情緒を漂わせ

る商業地、そして台地上は良好な住宅地となっています。また、地域の東側には、豊

富なみどりを持つ外濠があります。

２−１　五軒町エリア　

 地場産業と住環境とが調和したまちなみへ

２−２　飯田橋・大曲エリア　

 都心に相応しい快適で落ち着いたまちなみへ

2−３　神楽坂（神社・寺町）エリア　

 寺社の雰囲気と調和した落ち着いたまちなみへ

２−４　神楽坂（路地・横丁）エリア　

 商いが生み出す伝統的な和の風情を感じる粋なまちなみへ

２−５　牛込台地エリア　

 戸建住宅と低中層建築物が調和したみどり豊かで落ち着いたまちなみへ

２−６　外濠斜面地エリア　

 外濠と外堀通り、斜面緑地を活かした水とみどりに包まれたまちなみへ

２−７　市谷本村台地エリア　

 みどり豊かな歩行者空間でつながれたゆとりのあるまちなみへ

2-1　五軒町エリア2-1　五軒町エリア

2-2　飯田橋・大曲エリア2-2　飯田橋・大曲エリア

2-3　神楽坂2-3　神楽坂（神社・寺町）（神社・寺町）エリアエリア

2-4　神楽坂2-4　神楽坂（路地・横丁）（路地・横丁）エリアエリア

2-5　牛込台地エリア2-5　牛込台地エリア

2-7　市谷本村台地エリア2-7　市谷本村台地エリア

2-1　五軒町エリア

2-2　飯田橋・大曲エリア

2-3　神楽坂（神社・寺町）エリア

2-4　神楽坂（路地・横丁）エリア

2-5　牛込台地エリア

2-6　外濠斜面地エリア2-6　外濠斜面地エリア2-6　外濠斜面地エリア

2-7　市谷本村台地エリア

飯田橋駅

市ケ谷駅

大久保通り 牛込神楽坂駅
外
堀
通
り

神田川

外
濠

エリア別景観形成ガイドライン　２ 箪笥地域
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神田川沿いには低地が広がり、地場産業で

ある印刷製本業が集積しています。また、こ

の低地と台地の境界に赤城神社や筑土八幡

神社が位置しています。

早稲田通り以南は、牛込台地と本村台地の

２つの台地からなっています。両台地の東

側には外濠があり、斜面地となっています。

また、２つの台地の間に長延寺谷が入り組

んでいます。

神田川沿いの低地

２つの台地を隔てる谷地

現在の道路の大部分は、江戸末期に既に存在

していました。また、若狭小浜藩酒井家の下

屋敷があった場所は開発され、現在の矢来町

となりました。また、尾張徳川家の上屋敷で

あった場所は、明治時代には陸軍士官学校が

置かれ、現在は防衛省となっています。

神楽坂の西側は、江戸末期に寺院が集積し

た寺町でした。現在でも横寺町という地名

とともに、寺院が残っています。一方、神楽

坂の東側は、明治時代以降に善国寺の毘沙

門天への参拝者たちで賑わった場所です。

明治時代末～大正時代には文学・演劇界の

著名人が盛んに活動を行うなど、花街とし

ても発展し、現在の路地や横丁の風情が生

み出されました。

江戸の街路網と武家地の開発

神楽坂の寺町と花街

神田川と外濠が地域の北側と東側にありま

す。神田川は目白通りの外周を通り、また、

コンクリート三面張りの巨大な U 字溝と

なっています。外濠には江戸の景観が残っ

ています。

地域内には大規模な公園はありませんが、

赤城神社や筑土八幡神社などの寺社のみど

りや手入れされた住宅街のみどりが残って

います。また、外濠の豊かなみどりとともに、

外濠沿いの斜面地には緑地が多く存在しま

す。近年、開発に伴い、まとまったみどりが

整備されました。

神田川と外濠の水辺空間

豊かな寺社のみどりと斜面緑地

緑被現況分布図

江戸時代末期の土地利用

箪笥地域の地形

変化に富んだ地形

まちの記憶や文化

水とみどり

地域の概要

※幕府直轄の施設用地。火除地や河岸
　などの他、同役の下級武士に一括し
　て与えられた組屋敷地も含む。

【2-7市谷本村台地エリア】
台地に入り込む長延寺坂

【2-1 五軒町エリア】
低地に広がる整ったまちなみ

【2-5 牛込台地エリア】
大名屋敷の宅地開発でできた住宅地

【2-4 神楽坂(路地・横丁)エリア】
和の設えが印象的な神楽坂の路地

【2-6 外濠斜面地エリア】
貴重な緑地・水辺空間としての外濠

【2-3 神楽坂(神社・寺町)エリア】
台地際の寺社のみどり

【凡例】

公儀※

武家地

寺社地

町人地

百姓地

緑地

水面

道

新宿通り

靖国通り

内籐新宿内籐新宿

松平摂津守屋敷松平摂津守屋敷
（荒木町）（荒木町）

信濃高遠藩信濃高遠藩
内藤家下屋敷内藤家下屋敷

内籐新宿

松平摂津守屋敷
（荒木町）

信濃高遠藩
内藤家下屋敷

若葉須賀町
新宿御苑

明治神宮外苑

内籐町

　

四谷台地

神田川

筑土八幡神社
赤城神社

牛込台地

外濠
長延寺谷

本村台地

神田川

筑土八幡神社
赤城神社

牛込台地

外濠
長延寺谷

本村台地

神田川

筑土八幡神社
赤城神社

外濠

神田川

筑土八幡神社
赤城神社

外濠

エリア別景観形成ガイドライン　２ 箪笥地域
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五軒町エリアは神田川沿いの平坦な低地に位置しています。江戸時代からほぼ変わらない、直線道路が

つくり出す整然としたまちなみが特徴です。大正時代以降には、大規模印刷工場だけでなく、中小の印

刷工場の集積が進みました。また、近年ではマンション等の建設も目立つようになってきました。エリ

アの東側には大規模敷地が多くあり、江戸時代の馬場の跡地を挟み、西側には比較的中小規模の敷地が

多くなっています。

この二つの道路はさ
らに西方向（水道町、
改代町）へまっすぐ
伸びていきます。

目白通り方向も見通
しが良いですが、神
田川の存在はほとん
ど感じられません。

赤城神社のみどりが
アイストップとなっ
ています。

江戸時代に馬場として利用さ
れていた細長い街区が現在も
残っています。東西方向の道
路もこの部分だけ幅員が狭ま
っており、景観のアクセント
となっています。

二つの道路に接する大規模な
敷地があります。公開空地や
通り抜けられる通路もあり、
今までとは違ったまちなみが
生まれています。

【凡例】

眺望点

視線方向・重要な軸線

公園

重要なみどり
（一部保護樹木を含む）

連続するみどり

景観上重要な道路

大規模な敷地

印刷関連工場

崖線

エリア境界

目白通り

赤城神社

東五軒公園

神田川

首都高速５号線

印刷製本業等の地場産業が
生み出す景観が、まちなみの
アクセントとなっています。

アイストップ

平坦な地形に、幅員の広い直線道路が通り、

非常に見通しが良いです。特に東西方向の道

路では、かなり遠い先まで見通すことができ

ます。また、南北方向の道路では、南側の赤城

神社や斜面緑地がアイストップとなってい

ます。

印刷製本業を営む大小規模の工場が集積し

ており、人やフォークリフト等による動きの

ある景観が特徴となっています。夜間や休日

のまちなみの寂しさの改善や、潤いの創出が

望まれます。

エリア内には大規模敷地に建つ超高層・中高

層のビルやマンションと、低層の戸建て住宅

の混在が見られます。街路沿いにあふれる植

栽や屋上緑化などは、規模の異なる建築物の

緩衝の役割を果たしています。

1.直線道路の見通し 2.地場産業のある景観 3.規模の異なる建築物の混在

S = 1 : 4000
0 50 100 200m

景観特性
文京区

2-22-22 2
飯田橋•大曲飯田橋•大曲飯田橋•大大曲飯田橋•大飯
エリアエリアア

3-2333
江戸川橋通り江戸川川橋通り
周辺エリア周辺エエリア辺辺周

2-32-3
神楽坂 ( 神社•寺町 )神楽坂 ( 神社•寺町町 )神社神社•寺町 )

エリアエリアエリア

2-1　五軒町エリア
エリア別景観形成ガイドライン　２ 箪笥地域
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地場産業と住環境とが調和したまちなみへ

印刷製本業が発達したまちに共同住宅が増加してきていることを踏ま

え、地場産業と住環境とが調和したまちなみを創出する。

1.地場産業と住環境とを調和させる

2.みどりを積極的に増やす

3.見通しの良い道路景観をつくる

地場産業のまちなみ特有の夜間や休日の際の寂しさを改善

し、住機能との調和を図っていく。

■隣地境界線沿いや道路沿いでは積極的に緑化を行う 

■夜間でも安心して通行できるよう、道路沿いには照明を設置する

寺社・公園などまとまったみどりの代わりに、まちなかに

積極的にみどりを増やし潤いのあるまちなみをつくる。

■大規模の計画では、まとまった緑化を行う

■道路沿いを積極的に緑化するなどし、規模の異なる建築物の緩衝の役

割を担うみどりを整備する

平坦な地形や直線道路などでつくられる見通しの良さを活

かす。

■袖看板などは、見通しを妨げない工夫をする

■崖地や神社のみどりへの眺めを妨げないよう配慮する

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

生業とみどりがともにある

みどりをまとめることで効果を増す

建築物の配置や形態を工夫して見通しを守る

住宅と工場の間をみ

どりで柔らかく仕切る

赤城神社のみどり

景観形成の目標

景観形成の方針

エリア別景観形成ガイドライン　２ 箪笥地域
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飯田橋駅前から神田川が大きく屈曲する大曲付近までの、業務・商業・工業・居住機能の混在したエ

リアです。飯田橋駅前では、幹線道路の五叉路の上に歩道橋がかかっており、周囲の建築物には屋外広

告物が数多く設置されています。都心にふさわしい、すっきりとした景観が望まれます。また、神田川は

目白通りや首都高速によってまちと分断されています。

大曲は神田川が大きく屈折
する位置にあたります。白
鳥橋方面から見て、アイス
トップとなっています。

共同住宅や一戸建ての住宅、
店舗、小規模オフィスビル、
印刷製本工場などが混在し
たまちなみとなっています。

歩道橋の上からは、五方向
に道路が伸びていく広がり
のある眺めが得られます。

大久保通りや軽子坂は、高
低差のある坂道となってい
ます。

放射第25号線の整備に伴い
無電柱化が行われました。

エリア境界

【凡例】

連続するみどり

公園

まとまったみどり

景観上重要な道路

エリア内の道路
（方向別色分け）

幹線道路

多叉路の交差点

主な保護樹木
(区 みどりの条例)

高層ビル街区

歩道橋

眺望点

目白通り

新小川公園

　大　曲

飯田橋駅

神
田
川

首
都
高
速
５
号
線

大久保通り

飯田橋交差点

外堀通り軽子坂

白鳥橋

都市
計画
道路
放射
第2
5号
線（
幅員
30
m）

目白通りや外堀通りは歩道橋から眺め
るとスカイラインの揃った整然とした
通りとなっています。

大久保通りは街路樹
の高さが揃っており、
中央の歩道橋から眺
めると整然とした中
に賑わいが感じられ
る通りとなっていま
す。

目白通り 外堀通り

S = 1 : 7400
0 50 100 200m

幹線道路が集中する飯田橋駅前は、人通り、
車通りの多い五叉路の交差点となっています。
交差点の上にかかる歩行者専用の歩道橋から
は、幹線道路を見通すことができ、開放的な
眺めを得ることができます。周囲の建築物に
は、すっきりとした外観や全体としての統一
感が望まれます。

エリアの東側を通る目白通りは、歩道が狭く、
歩道の反対側には高架の高速道路が通り、閉
塞感があります。しかしながら一部の大規模
建築物では、低層部の開放的なつくりや色彩
の統一など、景観に配慮された面も見られま
す。新たに整備された都市計画道路放射第25
号線は、現道の無い区間において整備された
ため、沿道建築物の壁面の位置や高さが揃っ
ていません。

エリア内には、神田川に並行、直交する道路
と、外濠に並行した道路が交わりアイストッ
プをつくりだしている場所があります。また、
道路の折れ曲がり部分や突き当たり部分では
視線が集まります。こうした場所では、建築
物の意匠や緑化などによる配慮が望まれます。

1.駅前の景観 2.幹線道路沿いの景観 3.視線が集まるアイストップ

景観特性

千代田区田区区区

文京区区

2-3　神楽坂 ( 神社•寺町 )2-3　神楽楽坂 ( 神社•寺町町 )2-33　神楽坂 ( 神社•寺

2-12-1
五軒町五軒町町五五軒町
エリアエリアアア

2-2　飯田橋・大曲エリア

2-2
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都心にふさわしい快適で風格のあるまちなみへ

地域の顔となる飯田橋駅前の整然としたまちなみを創出するとともに、

開放感やみどりの潤いがある快適な歩行者空間を創出する。

1.飯田橋駅前では風格のあるまちなみと

　　　　　　　　　　低層部の賑わいを創出する

2.幹線道路沿いでは快適な歩行者空間をつくる

3.アイストップを活かした景観をつくる

交通の要所であり、エリアの顔となる飯田橋駅前は、五叉路

上の歩道橋からの眺めを風格のある街路景観とするとともに、

地上部は賑わいのある景観とする。

■駅前の賑わい拠点にふさわしい形態意匠とする

■駅前の角地に位置する建築物は、まちなみのシンボルとなることを考

慮した意匠とする

■屋上広告物は、設置しないようにするか、建築物と一体的に計画し、周

囲からの見え方に配慮する

■スカイラインやファサードの連続性を意識し、落ち着いた形態意匠と

する

■低層部は開放的なつくりとし、賑わいを感じさせる沿道景観を形成する

目白通り、放射第25号線、大久保通り、外堀通りなどの幹線

道路沿いでは、賑わいやゆとりを感じさせる快適な歩行者空

間をつくる。また、目白通り沿いでは明るさを感じさせる工

夫を行う。

■壁面の位置は後退させ、道沿いにゆとりをつくる

■低層部は透過性の高い素材を使用する

■道路沿いには空地をとり、植栽帯を設ける

■周囲と調和した壁面の分節化を図り、長大な壁とならないよう配慮する

■低層部やエントランス部分の照明により、夜間でも快適な歩行者空間

を創出する

アイストップとなる道路の折れ曲がり部分や突き当たり部分

などを活かした景観をつくる。

■道路の折れ曲がり部分や突き当たり部分では、視線の集まることを考

慮した意匠とする

■道路の折れ曲がり部分や突き当たり部分では積極的に緑化を行う

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

景観形成の考え方

具体的な方策

具体的な方策

道路基盤の特徴
を活かして、み
どりを配置する

壁面位置や高さを周囲と合わせつつ、角地を
活かしてアクセントをつける

快適な歩行者空間をつくる

道路景観を明

るくする低層

部の意匠

壁面の後退

景観形成の方針

景観形成の目標

2-2
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道路の屈曲が景観の焦点を
生み出します。

広々とした気持ちのよい公園
です。周囲のマンションも公
園のみどりと連続した緑化を
行っています。

江戸時代の組屋敷 を継承し
た整ったまちなみとなってい
ます。崖線に挟まれて、まと
まりあるまちなみとなってい
ます。

神楽坂通りの大久保通り
より西側の部分は拡幅が
予定されています。

※

赤城神社

白銀公園

筑土八幡神社

大
久
保
通
り

神楽坂通り

横寺町

歴

歴 歴 鈴木家住宅主屋

一水寮

高橋建築事務所
社屋

【景観資源】
（国指定重要文化財等）

歴 歴史に関わる資源

神社

寺

公園

地域を象徴する建築物

まとまったみどり

アイストップ

景観上重要な道路

幹線道路

崖線

【凡例】

エリア境界

境内地

横寺町街区

旧組屋敷街区

神社隣接地

※与力・同心などの組の者に
まとめて与えられた屋敷

主な保護樹木
(区 みどりの条例)

2-1　五軒町エリア2-2-1　五 町エリア五軒町町エ町エ-1　五江戸川橋通り周辺エリア江戸川川橋通 周辺エエリア戸川橋通り周辺エリア

2-4　神楽坂2-2-4　神楽坂楽坂2-22-4　神楽坂
（路地・横丁）エリア（（路地地・横丁）エエリア地 ））（路地（路地・横丁）エリアア

2-22-22
曲飯田橋・大曲飯田飯田橋・大大曲大曲飯 大飯

エリアエエリアアア

牛込台地牛込台地牛牛牛牛込
エリアエリエリアエエ

台地の上で豊かなみどりに包まれた２つの神

社は、地域における歴史やみどりの核として

このエリアの景観を特徴付けています。境内

はもちろん、まちなかに伸びている参道や広

場空間を通じて、神社の雰囲気が周囲に波及

しています。

江戸時代に寺院が建ち並んでいた横寺町では、

現在でも寺院が残っており、その参道はまち

なみのアクセントとなっています。周辺の建

築物については、寺町の落ち着いた雰囲気を

創出するような工夫が望まれます。

神楽坂上の交差点より西側は、拡幅が予定

されています。そのため、沿道には店舗と

して利用されていることが多い低層の建築

物が建ち並び、賑わいのあるまちなみとな

っています。また、緩やかなカーブと坂道

が、神楽坂通りのまちなみに変化を与えて

います。

1.景観の核となる２つの神社 2.寺町のまちなみ 3.神楽坂通りの景観

赤城神社や筑土八幡神社、横寺町の寺町などを景観の核としたエリアです。両神社とも、台地の上に位

置しており、豊かなみどりや参道などがまちなみに歴史のおもむきを与えています。また、神楽坂通り

南側の横寺町には、現在も奥まった場所に寺院が立地し、落ち着いた雰囲気となっています。

S = 1 : 5000
0 50 100 200m

景観特性

2-3　神楽坂（神社・寺町）エリア
エリア別景観形成ガイドライン　２ 箪笥地域
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寺社の雰囲気と調和した落ち着いたまちなみへ

寺社を景観の核として周囲のまちなみを落ち着きあるものにしていく

とともに、拡幅後も神楽坂通りの賑わいを継承する。

1.神社の雰囲気と調和した落ち着いたまちなみをつくる

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

景観資源である赤城神社、筑土八幡神社の落ち着いた雰囲気を

保全し、周辺地でも神社に配慮した落ち着いた景観をつくる。

■神社周辺では、神社の雰囲気と調和し落ち着いた形態意匠および色彩

とする

■特に、境内から見える場合は、境内からの眺めに配慮する

■参道に面する場合は、神社への眺めを妨げないよう配慮する

■神社周辺では、照明の明るさや色に配慮し、落ち着いた夜間景観を創

出する

2.寺町の雰囲気を活かしたまちなみをつくる

寺院自体の更新や、周辺地における建替え等で失われつつある

寺町らしい風情ある景観を、保全・再生させる。

■外構や植栽は寺社の雰囲気と調和させる

■寺院への見通しを妨げないようにする

3.神楽坂通り沿道の賑わいを保全する

神楽坂通り沿道では、道路拡幅後も従来の賑わい景観を継承す

る。

■壁面の位置を揃え、周囲のまちなみとの調和を図る

■低層部の賑わいを感じられるよう、１階の軒線を強調した意匠とする

■間口は現在の規模を継承するか、もしくは、分節化を図る

■人を引き込む滞留空間を設ける場合には、歩道やみどりのつながりを

もたせる

■照明は、賑わいを演出しつつ、後背の神社や寺町の落ち着きと調和し

たものとなるよう配慮する

■屋外広告物は神楽坂の風情ある景観と調和するよう配慮する

エリアのシンボルとして赤城神社の参道沿い
のまちなみをつくる

寺院の落ち着きある雰囲気を活かした景観を
つくる

拡幅後も小規模な店舗の連なる賑わい景観を
継承する

景観形成の目標

景観形成の方針

エリア別景観形成ガイドライン　２ 箪笥地域
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寺

公園

地域を特徴付ける建築物
（料亭など）

間口の揃った建築物群

連続するみどり

崖線

景観上重要な道路

横丁（景観上重要な道路）

路地

【凡例】

幹線道路

エリア境界

神楽坂通り

大
久
保
通
り

外
堀
通
り

軽子坂
神
楽
坂
本
多
横
丁

神
楽
小
路

神
楽
坂
仲
通
り

善国寺地
蔵
坂
横
丁

小栗
横丁

飯田橋駅

毘沙門横丁

毘
沙
門
横
丁

兵
庫
横
丁

外濠に向かって緩やかに下っていく地形が、
神楽坂通りのまちなみに心地よい変化を与
えています。路地や横丁においても、坂道
や階段が独特の風情を漂わせています。

【景観資源】
（国指定重要文化財等）

歴 歴史に関わる資源

旧常盤家本館
（石合家住宅主屋）歴

12m

 0m

大久保通り

外堀通り

神楽坂通り

6
外濠斜面地エリア外濠斜面地エリアアリ濠斜 リア

2-3　神楽坂2-3　神楽坂坂-3　神楽坂坂
（神社・寺町）エリア（神社社・寺町）エリアアエリア（神社・寺町）エエ

2-2　飯田橋・大曲エリア2　飯田橋・大曲エリ飯田橋・大曲エリア2　 大曲エリア飯田橋・大2-22

2-52-522-5-5
牛込牛牛込牛込
台地台台地台地
エリアエエリアエリエ

坂道に間口の狭い店舗が軒を連ねる神楽坂通り沿いでは、賑わいあふれるまちなみが広がっています。

通りから一歩入ると、石畳の路地や横丁が独特の風情を漂わせています。黒塀や門構え、石畳など和の

意匠がこのエリアの景観を特徴づけています。

1.神楽坂通りの細やかなまちなみ 2.路地の和の風情 3.横丁の親しみあるまちなみ

神楽坂通りは、幅員が狭く高低差が約１２ｍ

の坂道であり、その沿道には、小さな間口で

中高層の建築物が建ち並んでいます。低層部

には小規模の店舗が数多く入っています。坂

道に沿って街路樹が並び、各店舗の袖看板が

重なり合う景観は、その特徴を強く感じさせ

ます。

神楽坂の路地は、明治時代以降の武家地の分

割により徐々に形成されました。石畳の路地

や洒落た店構えが、花街の風情を感じさせま

す。また、緩やかな斜面地のため坂道や階段

などがあり、変化のある路地景観となってい

ます。

神楽坂通りの北側には、神楽小路、仲通り、

本多横丁といった個性的な横丁があります。

飲食店等が建ち並び、親しみの持てる横丁景

観となっています。一方、南側には地蔵坂横

丁、毘沙門横丁、小栗横丁などがあり、傾斜

が急なため、坂道や曲がり角が多くなってい

ます。

S = 1 : 3000
0 50 100 200m

景観特性

2-4　神楽坂（路地・横丁）エリア
エリア別景観形成ガイドライン　２ 箪笥地域
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商いが生み出す伝統的な和の風情を感じる粋なまちなみへ

花街の雰囲気をいまだに色濃く残す路地や横丁景観を軸として、神楽

坂全体で和の風情を感じさせる粋なまちなみを生み出す。

伝統的な和の風情を感じる、細やかな賑わいのまちなみを将来

にわたって継承していく。

1.神楽坂通りのきめ細やかなまちなみを継承する

景観形成の考え方

具体的な方策

■壁面の位置を揃え、周囲のまちなみとの調和を図る

■低層部の賑わいを感じられるよう、１階の軒線を強調した意匠とする

■間口は現在の規模を継承するか、もしくは、分節化を図る

■１階の店舗は開口部を大きくとり、ショウウィンドウ等を設置する

■夜間景観に配慮し、シャッターは透過性の高いものとする

■賑わいを演出しつつ和の風情を感じさせる落ち着いた照明を設ける

■袖看板の規模や位置は、周囲の建築物に調和したものとする

■神楽坂通りの入口（飯田橋駅側、大久保通り側）の角地では、神楽坂通り

を代表するに相応しい形態意匠および色彩とする

2.伝統的な和の風情を感じる路地のまちなみを継承する

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

花柳界の歴史を持つ路地では、それぞれの特性に応じた設えを

工夫し、まちの持つ回遊性の魅力を向上させる。

■和の風情を感じさせる形態意匠および色彩とする

■植栽は、和風植栽とする（竹や笹、桜、紅葉、椿など）

■黒塀や石畳などが連なる場所では、その連続性に配慮した外構計画と

する

■和の風情を感じられる落ち着いた夜間景観を創出する

3.まとまりのある横丁景観をつくる

店舗と住居が混在する横丁では、散在する店舗同士のつながり

が感じられるような横丁景観をつくり、神楽坂通りや路地とつ

なげ、回遊性の魅力を向上させる。

■看板類の規模や位置は、周囲と調和のとれたものとする

■照明は、店舗の賑わいを演出しつつ住居の落ち着きが感じられるよう

配慮する

■神楽坂通りからの見え方に配慮した形態意匠および色彩とする

■路地からの見え方に配慮した形態意匠および色彩とする

良くない例

土壁、木塀和の植栽

小規模な店舗が連なり賑やかさが
まちなみにあふれる

路地景観を保全・創出する

まとまりある横丁景観をつくる

景観形成の目標

景観形成の方針

エリア別景観形成ガイドライン　２ 箪笥地域
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牛込台地の上ではいくつかのタイプの異なる住宅地が集合し、みどり豊かで良好な住宅地を形成して

います。江戸時代の武家地の敷地割りを現在も残し、同規模の敷地が連続している南榎町や二十騎町、

北町、中町、南町などが特徴的なまちなみとなっています。

牛込台地上には、江戸時代に若狭小浜藩酒

井家の下屋敷であった矢来町があります。

また、下級武士に与えられた組屋敷の敷地

割りを現在も継承している南榎町や北町、

中町、南町などがあり、江戸時代から同じ

武家地でも異なる特徴を持つまちなみが、

現在も残っています。

エリアの中央を南北に貫く牛込中央通りの納

戸町や細工町周辺では、小規模な店舗の建ち

並ぶまちなみがみられます。また、外堀通り

との交差点付近では、壁面線の揃ったまちな

みが見られます。

エリアを東西に貫く大久保通りでは拡幅事業

が行われており、今後のまちなみの変化が予

想されます。

2.あふれ出す庭のみどり 3.エリアを貫く通りのまちなみ

このエリアには、庭のある一戸建ての住宅

が多くあります。道路にあふれ出す庭木が、

道路景観に潤いを与えています。また、近

年では共同住宅も目立ってきましたが、敷

地際の緑化など地域に溶け込む工夫がされ

ています。

1.特徴の異なる武家地の集まり

矢来町

市谷砂土原町
払方町

納戸町

市谷鷹匠町

北町

中町

南町
細工町南山伏町

二十騎町

市谷

北山伏町市谷山伏町

南榎町

箪笥町

横寺町

外
堀
通
り

外
堀
通
り

外
堀
通
り

早稲田通り早稲田通り

牛込中央通り牛込中央通り

大久保通り大久保通り

南榎町
旧大縄地の街路網と細街路・路地による街区
矢来町
酒井家・柳沢家屋敷跡地街区

砂土原町周辺
短く線分化された街路網による街区

二十騎町・北町・中町・南町周辺
旧大縄地の街路と敷地割がそのまま残る

南榎町周辺
入り組んだ細い路地がそのまま残る
矢来町周辺
T字路の道（幅員小）が多く残る
市谷砂土原町周辺
T字路の道（幅員大）が多く残る

※大縄地（おおなわち）：下級武士の住んでいた場所

※

【凡例】　

公園

商店

眺望点

T字（L字）の
アイストップ

景観上重要な道路

主な保護樹木
（区 みどりの条例）

4層以上の集合住宅

エリア境界

文化に関わる資源 寺 寺社に関わる資源

歴史に関わる資源

【景観資源】

文
（国指定重要文化財等） （区指定文化財等）

歴 歴史に関わる資源

屋敷跡地が住宅地に開発さ
れたエリアでは狭幅員の道
とT字路が多く残っています。

旧大繩地のエリア
では、細い路地群
が見られる。

牛込中央通りはエリア中央
で谷地となっており、豊か
な起伏を感じることができ
ます。

比較的敷地規模の
大きい屋敷の多か
った砂土原町では、
近年、中層のマン
ションが並ぶまち
なみへと変わりつ
つあります。

大木に囲われており、
貴重なみどりストック
となっています。矢来
町にはこの他にも、景
観のアクセントとなる
高木が多く見られます。

これらのまちはかつて同じ間口
の下級武士の屋敷が並んでい
た組屋敷地を基盤に持ってい
ます。お互いに行き来できない
一本道が真っ直ぐに延びてい
ます。

念館宮城道雄記念宮城道道雄記念宮城城道

歴

歴

込邸旧馬場家牛込旧馬場場家牛牛

S = 1 : 8000
0 50 100 200m

景観特性

2-5　牛込台地エリア

2-5
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江戸時代から続く台地上に広がる閑静な住宅地のまちなみや、連続

するみどりを保全していく。

戸建住宅と低中層建築物が調和したみどり豊かで落ち着いたまちなみへ

1.同規模敷地の連なる整然としたまちなみを継承する

3.住宅地を貫く牛込中央通りを落ち着きと賑わいの感じられる通りとする

南榎町や二十騎町、北町、中町および南町などは、江戸時代

からの敷地割りが残っている貴重なまちなみとして積極的に

保全していく。

■敷地統合の際は、外構や植栽等で既存の敷地割を基にして分節化を図

る

■敷地分割の際は、外構や植栽等で既存の敷地割を基にしたまとまりを

つくる

■塀の高さをそろえ、もともとの間口の統一感を維持する

細やかな商店の連なりや、スカイラインがそろったオフィスビ

ルの連なりを活かし、牛込中央通りを落ち着きと賑わいの感じ

られる通りとする。

■低層部は、賑わいを感じられるような開放的な意匠とする

■中高層部は、壁面の位置やスカイラインを周辺とそろえる

■現在の細やかな間口を継承し、低層部は分節化を図る

■低層部やエントランス部の照明により夜間でも快適な歩行者空間を創

出する

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

4.大久保通りでは周囲の住宅街に配慮し、快適な歩行者空間を創出する

大久保通りでは、歩道からの眺めを意識し、賑わいを感じられ

る景観を形成するとともに、周囲の住宅街の落ち着いた雰囲気

に配慮する。

■落ち着いた形態意匠及び色彩とし、積極的に緑化を行う

■スカイラインや壁面線、低層部のファサードの連続性に配慮する

■周囲に圧迫感や閉塞感を与えないような形態意匠・規模とする

■低層部やエントランス部の照明により夜間でも快適な歩行者空間を創

出する

景観形成の考え方

具体的な方策

■T 字路のアイストップは積極的に緑化する

■中層マンションは既存のまちなみに調和するような色彩・素材とする

■敷地際に植栽を配置するなど、みどりの連続性に配慮した緑化を行う

■駐車場、駐輪場などは道路から見えないような配置とする

■塀の高さを揃え、もともとの間口の統一感を維持する

2．中層マンションは戸建て住宅地に調和させる

一戸建ての住宅中心の既存のまちなみに配慮し、増加しつつ

ある中層マンションは圧迫感、異質感を軽減させ周囲に調和

させる。

景観形成の考え方

具体的な方策

戸建住宅地に溶け込むみどりに包まれた中層
マンション

もともとの間口の統一感を維持する

低層部は小規模な店舗の連なりを継承する

落ち着きと賑わいの感じられる通り

1階は店舗にして間口を
分節する

小規模な間口の店舗の連
なりを維持する

景観形成の目標

景観形成の方針

2-5
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対岸の外堀公園からの眺め

外堀通り

外濠公園

外濠

JR中
央線

市ヶ谷駅

大学の機能更新にあたっては、
外濠との調和や神楽坂の路地か
らの見え方に配慮しながら、地
域の防災機能の向上に貢献する。

外濠には豊かな水面とみどりが
あります。広大なオープンスペ
ースとしても機能しており、開
放感が満喫できます。

靖国通りと外掘通りに挟まれ、
沿道の高層建築物に囲まれてい
ます。

江戸時代の武家地の比較的大
きな敷地割りが残っており、
高層建築物が並んでいます。

江戸時代の町人地の奥行きのない敷
地割りが残っており、低層の建築物
が並んでいます。そのため、背後の
斜面緑地を眺めることができます。

江戸時代の奥行きのある町人地の敷
地割りが統合され、間口の狭い高層
建築物が並んでいます。

江戸城外堀跡歴

眺望点

公園

景観上重要な道路

高層建築物（８階以上）

坂道（下から上へ）

【凡例】

主な保護樹木
(区 みどりの条例)

エリア境界

見え方を確認する眺望地点歴史に関わる資源歴

【景観資源】
（国指定重要文化財等）

2-72-7
市谷本村台地エリア谷本村 エリア市市谷本村台地地エリア

千代田区千代田区千千

外濠の深いみどり、斜面地に広がる住宅地のみどりが一体となって、みどりで包まれたまちなみを生み

出しています。特に外濠公園（千代田区）からは、この豊かなみどりを一望にすることができます。逆に

斜面地の坂道からは、開放感のある眺めを得ることができます。

3.急勾配の斜面1.みどりで包まれた眺め 2.外堀通りと並走する道路

外濠公園からは外濠のみどりと斜面地に広が

る住宅地のみどりが一体となった景観を一望

にすることができます。しかし、外堀通り沿

いの高層建築物が、斜面地を覆い隠している

箇所もあります。

外堀通りと並走する幅員の狭い道路は通勤通

学路となっており、多くの人が歩いています。

しかし、裏側を見せている場合も多く、寂し

い通りとなっています。沿道の建築物は、快

適な歩行者空間を創出する工夫が望まれます。

外堀通りから西側へ向かう坂道は急勾配のた

め、曲がり角が多く、庭先のみどりがアイス

トップとなっています。また擁壁も、自然石

が積まれたものがかなり残っており、歴史を

感じさせます。

S = 1 : 8000
0 50 100 200m

景観特性

2-6　外濠斜面地エリア
エリア別景観形成ガイドライン　２ 箪笥地域
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外濠と外堀通り、斜面緑地を活かした水とみどりに包まれたまちなみへ

都心の貴重な水辺空間であり、豊かなみどりで囲われた外濠を中心に、

斜面地の特性を活かしたみどりに包まれたまちなみをつくる。

1.外濠対岸から眺める水とみどりに包まれたまちなみをつくる

景観形成の考え方

外濠対岸の外濠公園やJR中央線の車窓から眺める水とみどりを中心とした景観

を、新宿区を代表する美しい都市景観として守り育てていく。

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

■色彩は、水とみどりに調和したものとし、特に彩度の高いものは避ける

■外壁の素材は、自然素材のものとする

■外濠や外堀通りに面する場合は、壁面の分節化を図り長大な壁となら

ないよう配慮する

■屋上広告物は、設置しないようにするか、建築物と一体的に計画し、周

囲からの見え方に配慮する

■外濠対岸からの見え方に配慮した落ち着きのある照明を用いる

■外濠公園からの眺めを保全するため、高さのある樹木やまとまったみ

どりを積極的に保全・創出する

2.外堀通り沿道では並走する通りに対しても配慮する

外堀通りだけでなく、並走する通りに対しても裏側となら

ないよう工夫する。

並走する通りに対しては

■入り口や開口部を設ける

■設備機器置き場などを設ける場合は、植栽や外構などで工夫し修景を

行う

■道路沿いに照明等を設置する

3.斜面住宅地のみどりを保全、創出する

斜面地の特性を活かし、現在の良好な住宅地の景観をさら

に向上させる。

■視線が集中しやすい坂の折れ曲がり部分では、積極的に緑化を行う

■垣・さくなどは生垣や閉鎖的でないものとする

■擁壁の上部の垣・さくは高さを抑える

■擁壁は周囲と調和し、圧迫感を与えないものとなるよう工夫する
壁面緑化

庭のみどりが
あふれ出る

並走する通り

外堀通り

市　ヶ　谷　エ　ス　ワ　ン　ビ　ル

屋外広告物等をすっきりとさせ、みどりと調和
した色彩とする

みどりが折り重なるまちなみをつくる

景観形成の目標

景観形成の方針
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江戸時代には、尾張徳川家の上屋敷があった場所です。現在は、防衛省を中心に、大規模な公共的施設や

工場等によるスケールの大きな景観が特徴となっています。台地の際で崖となっている部分は緑化さ

れていることも多く、硬い印象を和らげています。市ケ谷駅や市谷亀岡八幡宮などの人の集まる場所か

らの落ち着いた眺めの創出が望まれます。

1.大規模施設群を中心としたまちなみ 3.市谷亀岡八幡宮2.崖地の表情

エリア南側から中央にかけては防衛省や官

庁群など、大規模な施設が特徴のまちなみ

となっています。こうした大規模施設の周

辺や、長延寺谷一帯には、緑化された快適

な歩行者空間が創出されています。

またエリアの北側や東側には中小規模の住

宅が建ち並び、大規模施設が建ち並ぶエリ

アとは景観特性が大きく異なっています。

台地の周縁部は崖地となっています。防衛

省の敷地は、長大な崖地となっている靖国

通り沿いで壁面緑化を行っており、心地よ

いみどりの壁が続いています。また、長延

寺谷の崖地も起伏の大きい地形を感じさせ

る景観となっています。

かつて市ヶ谷橋（JR市ケ谷駅付近）からは

市谷亀岡八幡宮の豊かなみどりを望むこと

ができましたが、現在では外堀通り沿いの

高層建築物に視線を妨げられています。ま

た、市谷亀岡八幡宮からはこうした高層建

築物群の裏側が見えてしまっており、眺め

に対する配慮が望まれます。

工場の機能更新にあたっ
ては、森のようなみどり
豊かな景観が創出されま
した。

しっかりした直行の道路基盤を持つ、整った
まちなみが広がっています。西側は敷地分割
が進み、小規模な建築物が建ち並んでいます。

靖国通りが折れ曲がるコーナー部分は、杉
並木となっています。市ヶ谷駅方面からは
ちょうどアイストップの位置に見えます。

防衛省の電波塔はエリ
ア内に限らず、広範囲
のいろいろな場所から
眺めることができるラ
ンドマークとなってい
ます。

まちなみの大幅な
変化が予想される場所

エリア境界

【凡例】

眺望点

見え方を確認
する眺望地点

神社

公園

主な保護樹木
(区 みどりの条例)

連続するみどり

ランドマーク
大規模な敷地

視線方向・
重要な軸線 景観上重要な道路

幹線道路

崖線

【景観資源】
（国指定重要文化財等）

歴 歴史に関わる資源

まとまったみどり

今後整備予定の緑地

今後整備予定の公園

今後整備予定の広場

JR市ケ谷駅前から
は、外堀通り沿い
の高層建築群が見
えます。江戸を代
表する風景の一つ
だった場所です。

防衛省防衛省
市谷亀岡八幡宮市谷亀岡八幡宮

銀杏坂通り銀杏坂通り

外堀通り外堀通り

市ケ谷駅市ケ谷駅

靖国通り靖国通り

外
苑
東
通
り

自衛隊市ヶ谷駐屯地

加賀公園

S = 1 : 8000
0 50 100 200m

景観特性

外濠斜面地外濠斜面地地外濠斜面地
エリアエリアエリア

市市谷仲之町仲之町市谷仲之町市谷仲之町

2-7　市谷本村台地エリア
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みどり豊かな歩行者空間でつながれたゆとりのあるまちなみへ

大規模な公共施設などによるスケールの大きな景観と、周辺の住宅地を、

みどり豊かな歩行者空間でつなぎ、調和させていく。

１.大規模施設群を周辺の住宅地に調和させる

景観形成の考え方 

具体的な方策

景観形成の考え方 

具体的な方策

景観形成の考え方 

具体的な方策

大規模な施設等によるスケールの大きなまちなみと中小規模

の住宅が建ち並ぶ住宅地のまちなみを調和させる。

２.変化に富んだ地形を活かした

　　　　　　　　　　 みどり豊かな景観をつくる

斜面地では積極的に緑化を行い、大規模施設群や中低層の住

宅が混在するまちなみをみどり豊かなものにする。

３.市ケ谷駅と市谷亀岡八幡神社からの

　　　　　　　　　　　 落ち着いた眺めをつくる

市ケ谷駅付近や市谷亀岡八幡神社からの雑然とした眺めを整

えることで、地域の核となる景観を創出する。

■形態意匠や色彩は周辺に配慮した落ち着いたものとする

■壁面の分節化を図り、長大な壁とならないよう配慮する

■道路沿いなどに十分な広さの空地を設け、樹木や草花などによる緑化

を行い、歩行者にとって明るく潤いのある景観をつくる

■屋上緑化や壁面緑化を積極的に行う

■規模の異なる建築物が隣接する際には植栽などにより緩衝帯を設け

るなど、景観が調和するように工夫する

■外堀通り沿いでは、市ケ谷駅前からの眺めに配慮し、外濠と調和した

落ち着いた形態意匠および色彩とする

■市ケ谷駅や市谷亀岡八幡神社から見える場所では、屋上広告物は建築

物と一体的に計画し、周囲からの見え方に配慮する

■崖下からの眺めを考慮し、積極的に緑化を行う  

　（例えば、生垣の推進、壁面緑化や屋上緑化など）

ゆとりと潤いを感じる快適な景観をつくる

豊かなみどりで包み込む

スカイラインが揃い整然としたまちなみ

台地際の緑化

奥のみどりを
眺められるよ
うな配置崖面の緑化

屋上、壁面の緑化

街路樹の整備
ブロック掘の生
垣等への変更

台地際からの壁
面の後退

後退

景観形成の目標

景観形成の方針

2-7

エリア別景観形成ガイドライン　２ 箪笥地域

121


	00_1_ガイドライン解説v2_UD
	00_2_エリア区分図_UD
	01_四谷地区_UD
	1-1_四谷外濠エリア_更新版v2_UD
	1-2_四谷北エリア（BM更新）_更新版v2_UD
	1-3_四谷荒木町エリア_更新版_UD
	1-4_四谷新宿通りエリア_更新版_UD
	1-5_若葉須賀町エリア_更新版_UD
	1-6_四谷南信濃町エリア_更新版_UD
	1-7_神宮外苑南元町エリア_更新版_UD
	1-8_花園神社周辺エリア_更新版_UD
	1-9_内藤新宿エリア_更新版_UD
	1-10_新宿御苑内藤町エリア（BM更新）_更新版_UD
	02_箪笥地区_UD
	2-1_五軒町エリア_更新版_UD
	2-2_飯田橋・大曲エリア_更新版_UD
	2-3_神楽坂（神社・寺町）エリア_更新版_UD
	2-4_神楽坂（路地・横丁）エリア_更新版_UD
	2-5_牛込台地エリア_更新版_UD
	2-6_外濠斜面地エリア_更新版_UD
	2-7_市谷本村台地エリア_更新版_UD
	03_榎地区_UD
	3-1_早大通り区画整理エリア_更新版_UD
	3-2_江戸川橋通り周辺エリア_更新版_UD
	3-3_牛込西斜面地エリア_更新版_UD
	3-4_弁天町谷筋エリア_更新版_UD
	3-5_柳町外苑東通りエリア_更新版_UD
	3-6_市谷中之町エリア_更新版_UD
	04_若松地区_UD
	4-1_戸山公園箱根山エリア_更新版_UD
	4-2_夏目坂エリア_更新版_UD
	4-3_女子医大エリア_更新版_UD
	4-4_余丁町周辺エリア_更新版_UD
	4-5_曙橋エリア_更新版_UD
	05_大久保地区_UD
	5-1_西向天神社エリア_更新版_UD
	5-2_大窪エリア_更新版_UD
	5-3_東新宿・文化Sエリア_更新版_UD
	5-4_戸山公園大久保エリア_更新版_UD
	5-5_大久保通り北エリア_更新版_UD
	5-6_大久保通り南エリア_更新版_UD
	5-7_歌舞伎町二丁目エリア_更新版_UD
	5-8_小滝橋通り沿道エリア_更新版_UD
	06_戸塚地区_UD
	6-1_面影橋エリア_更新版_UD
	6-2_早稲田大学周辺エリア_更新版_UD
	6-3_西早稲田エリア_更新版_UD
	6-4_諏訪エリア_更新版_UD
	6-5_高田馬場駅周辺エリア_更新版_UD
	6-6_田島橋エリア_更新版_UD
	6-7_高田馬場西エリア_更新版_UD
	6-8_西戸山公園エリア_更新版_UD
	07_落合第一地区_UD
	7-1_目白通り沿道エリア_更新版_UD
	7-2_下落合台地エリア_更新版_UD
	7-3_下落合斜面エリア_更新版_UD
	7-4_新目白通り沿道エリア_更新版_UD
	7-5_目白文化村周辺エリア_更新版_UD
	7-6_上落合エリア_更新版_UD
	7-7_神田川妙正寺川エリア_更新版_UD
	08_落合第二地区_UD
	8-1西落合北エリア_更新版_UD
	8-2西落合南エリア_更新版_UD
	8-3目白文化村周辺エリア_更新版_UD
	8-4目白大学周辺エリア_更新版_UD
	8-5中井斜面地エリア_更新版_UD
	8-6上落合エリア（BM更新）_更新版_UD
	8-7妙正寺川エリア（BM更新）_更新版_UD
	09_柏木地区_UD
	9-1北柏木区画整理エリア_更新版_UD
	9-2円照寺周辺エリア（BM更新）_更新版_UD
	9-3蜀江山周辺エリア（BM更新）_更新版_UD
	9-4神田川エリア_更新版_UD
	9-5新宿駅前区画整理エリア_更新版_UD
	9-6成子町エリア（BM更新）_更新版_UD
	9-7北新宿再開発エリア（BM更新）_更新版_UD
	10_新宿駅周辺地区_UD
	10-1歌舞伎町1丁目エリア（BM更新）_更新版_UD
	10-2新宿駅東口エリア_更新版_UD
	10-3新宿駅西口エリア_更新版_UD
	10-4超高層エリアエリア（BM更新）_更新版_UD
	10-5角筈北再開発エリアエリア（BM更新）_更新版_UD
	10-6甲州街道沿道エリア（BM更新）_更新版_UD 
	10-7淀橋・十二社エリアエリア（BM更新）_更新版_UD



